

































こうぞ ちよ し がん ぴ
する斐紙が主要なもので、江戸時代以降は三椏の樹皮を原料とする三椏紙も使
ひ し みつ また みつ また がみ
われました。楮と雁皮を交ぜて漉いた斐楮交漉紙、斐紙に泥土の粒子を混ぜて
ひ ちよ まぜ すき がみ
漉いた間合紙（泥間合紙）などもあります。
































































































































→ 1枚の紙が 1単位で、それが 1丁（1葉）になる
〔双葉系〕粘葉装・双葉装






→ 1 枚の紙を二つ折りにしたものが 1 単位で、通常 1 枚の紙ごと
に内容が完結しており、「丁（葉）」を以ては数えにくい（「紙
数○枚」が妥当か）
◇綴じ方（糸や紙縒の通し方）による分類（＊は仮称）
結び綴じ
縢り綴じ＊（四つ目綴じ・五つ目綴じ・康煕綴じ、ほか）
かが
紙釘装
し てい
背穴綴じ＊
etc.
※装訂の分類基準は紙の用い方を第一にすべきで、綴じ方の違いはその下の
レベル。
